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はじめに 

私たちは、1998年から障がい者や認知症高齢者など、野外での活動に取り組みにくい

人を対象に、キャンプやスキーなどの支援をしてきました。最初のころは安全に活動す

るだけで必死でしたが、いろいろな体験をする中で、安全に実施することに大きな自信

を得ることができるようになりました。例えば、障害者とボランティアをマンツーマン

に配置することで消極的に安全を守れるというだけでなく、彼らのニーズをはっきり把

握し、不安を取り除き、快適に過ごせるようになりました。 

 また、場所やメンバー、活動内容を固定し、繰り返すことによって、さらに彼らの安

心感を増し、新しい活動にもチャレンジすることができるようになりました。私たちは

グループキャプといっているのですが、ほぼ毎月1回、同じグループメンバー、同じ支

援者、同じ場所で、同じ活動をすることによって、どんどんメンバーの主体性が増して

くることがわかりました。例えば、自閉傾向のメンバーが苦手な夜のキャンプファイヤ

ーも、最初は一つの輪の中にいることすら難しかったのに、長いときは2時間ほどもか

かるのですが、最初から最後までみんなと一緒に一つの輪の中にいて、知っているゲー

ムになると大きな声も出して楽しめるようになりました。 

 この仕組みに、医学的な見地やソーシャルワークの手法を組み込めば、まだ小さい発

達障害の子どももキャンプに参加し、苦手な集団活動に参加できるに違いないと、保護

者の方とも考え方を共有しながら取り組んだのが、このわくわくキャンプです。 

 障害者の可能性を拓く難しさと、その困難を乗り越えていく喜びをこの報告書を通し

てともに体験していただければと思います。 

                   （キャンピズスーパーバイザー 石田易司） 

 

 

2020年はオリンピック開催の祝福ムードで新年を迎えましたが、新型コロナウイルス

出現により日本はもとより世界中が漆黒の闇に吸い込まれていきました。私たちが行っ

ているキャンプもご多分に漏れず大きな影響を被りました。この年の2月より予定され

ていたキャンプはすべて中止を余儀なくされました。その後、コロナウイルスの感染状

況や社会情勢をうかがいながら再開のタイミングを図ってきましたが幾度となく訪れ

る感染拡大の波に脆くも飲み込まれ、今に至ります。 

この間、子どもたちの一変した生活を目の当たりにする場面がありました。私たちの

メンバーの子どもの場合、4月から小学校1年生という晴れやかな記念すべき年でしたが、

全国的な一斉休校のあおりを受け入学式も行われませんでした。小学校の校門前の入学

式の看板前での記念撮影もアルバムには残りません。さらに共働きでもあるメンバーは

子連れ出勤をせざるを得なくなりました。理解のある事業所に勤務していたこと、そし

て緊急事態宣言下で障害者就労支援が在宅支援に切り替わっていたこともあり受け入

れてもらえましたが、子どもにとっては相当な我慢を強いられたことでしょう。 

多くの子どもたちが行動を制限され、奔放に大自然を走り回ることができない状況か

ら間もなく2年を迎えます。とくに発達が気になる子どもたちの場合は、さらに多くの

制約を受けてきたことでしょう。そこで、ささやかながらキャンプ再開への試金石とし

てこの事業に取り組み、その成果をこれからのキャンプに結び付けていきたいと考えて

います。これまで私たちが行ってきたキャンプを取り戻すことは困難かもしれませんが、

新しい生活様式やICTなどを活用した新たなキャンプスタイルの確立を目指します。 

（キャンピズ代表理事 水流寛二） 
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1．団体紹介 

1.1. 団体名 

特定非営利活動法人 キャンピズ 

 

1.2. 代表者役職・氏名 

代表理事 水流 寛二 

 

1.3. 団体住所 

〒540-0012 大阪市中央区谷町2-2-20 2Ｆ 市民活動スクエアＣＡＮＶＡＳ谷町 

 

1.4. 団体電話番号・FAX 

Tel：06-7657-5001  FAX：06-7657-5001 

 

1.5. URL 

http://campwith.jp/ 
 

1.6. 概要・沿革 

特定非営利活動法人キャンピズとは、キャンプ・レクリエーション活動を通し、人と

人が信頼しあい、お互いに助け合って生きていける社会づくりを目標とするNPO団体(設

立1998年、NPO認証 2002年9月)。 

・主な事業： 障がい児・者対象キャンプ事業 （約23年） 

              就労支援B型（ウイズ芦屋、2017年6月1日設立）                 

・コロナ以前の年間キャンプ数：約40キャンプ（研修キャンプ含む） 

・主な対象者：知的・発達・精神障がいのある子どもから大人とその家族 

・主な運営費：会費と参加費（新規事業は助成を頂き実施） 

・主なスタッフ：桃山学院大学社会福祉学科学生・卒業生・専門家等 

 

1998年    大阪市教育委員会主催、障がい者アウトドア体験ボランティア養成講座を 

大阪市立中央青年センターにて開催後、キャンピズとして任意団体設立 

2002年9月 特定非営利活動法人(NPO法人)の認証 

法人登記住所（大阪市福島区吉野 大阪NPOプラザ内） 

2013年4月 大阪NPOプラザ閉館に伴う法人登記住所移転及び事務局移転 

法人登記住所（大阪市中央区東心斎橋） 

事務局（大阪ボランティア協会CANVAS谷町内） 

2017年6月 兵庫県指定障害福祉サービス就労継続支援B型事業ウィズ芦屋開所 

2017年6月 大阪市委託事業・平野区みんな食堂ネットワーク拠点事業開始 

2019年2月 法人登記住所移転（大阪市中央区淡路町） 

2020年3月 大阪市委託事業・平野区みんな食堂ネットワーク拠点事業終了 

2020年4月 就労継続支援B型事業ウィズ芦屋移転（芦屋市公光町→伊勢町） 

 

1.7. 団体が管理、運営する施設 

障害福祉サービス・就労継続支援B型事業「ウィズ芦屋」 
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1.8. 類似事業等の実績 

 

1.9. 委託事業連絡担当窓口 

竹内靖子（NPO法人 キャンピズ 理事 桃山学院大学社会学部准教授） 

阪田昌三（NPO法人 キャンピズ 理事 総務部長） 

 

 

2. 事業計画 

2.1．事業名 

発達が気になるこどもとつくる わくわくキッズキャンプ プロジェクト 

（区分）子供たちの心身の健全な発達のための自然体験活動推進事業 

（全国的な普及啓発の実施）先駆的・モデル的な青少年体験活動の推進方策の試行 

 

2.2. 事業の趣旨 

NPO法人キャンピズでは、2015年から発達が気になるこどもたちが主体的に自然体験

活動を楽しむキャンプとして「キッズキャンプ」を行っている(表１, 資料5.1.参照)。 

キッズキャンプでは、こどもたちのやってみたい事を聞くアンケートや、キャンプ中

に新しくできるようになったことを称える表彰状を渡すことで、成功体験や得意なこと

を関係者と共有し、学校生活や親子関係に良い影響を与えてきた。このような、いつも

（学校や家庭）と違う仲間との自然体験活動を通して、こどもたちのポジティブな表

情・考え・行動の変化が見受けられていた。 

しかし、2020年2月より新型コロナウイルスの影響を受けキャンプが中止となった。

そのため、これまでの参加者は、家族や特定の仲間と室内で過ごす時間が増加し、屋外

事業 

年度 

事業名 

 

経費(円) 

 

委託先等 

（委託・補助・助成事業） 

2010 障害児者キャンプ指導者養成講座 1,585,000 
独立行政法人 

福祉医療機構社会福祉振興助成事業 

2010 キャンピズどきどきプロジェクト 673,000 大阪市市民活動推進基金等事業補助金 

2013 
障がい児・者余暇支援の輪を 

広げようプロジェクト 
386,000 大阪市市民活動推進基金等事業補助金 

2015 
キャンプを通した発達の気になる 

子ども支援ネットワークづくり 
500,000 

NPO法人モバイル・コミュニケーション 

・ファンド 

2014 

～2020 

健康回復児キャンプ 

（ぜんそく児） 
 大阪市保健所 

2018 2525（にこにこ）キャンプ  大阪府キャンプ協会25周年記念事業 

2020 
ゴールドマン・サックス 

緊急子ども支援基金 
980,000 公益財団法人パブリックリソース財団 
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遊びの機会や自然体験の機会が減少した。特にこのような自然体験活動の機会の減少は、

発達が気になるこどもたちの自然環境への関心や他者とのコミュニケーション力、社会

性を育む機会の減少につながると懸念される。 

この状況を改善するため、本プロジェクトでは、新しい生活様式を踏まえ、発達が気

になるこどもが仲間と協力しながら楽しい自然体験活動をより安全につくることを目

指し、以下4つの事業に取り組む。 

 

・こども会議：こどもたちがやってみたい自然体験活動を抽出する。 

・研修事業：上記で抽出された活動プログラムを立案する。 

・キャンプ事業：上記プログラムを実行する。 

・報告書制作・普及：結果をまとめ関係団体と情報を共有する。 

 

本プロジェクトは、第3期教育振興基本計画及び、NPO法人キャンピズの理念に沿った

活動である。発達が気になるこどもたちが自らやってみたい自然体験活動を仲間と一緒

に試行錯誤し、実践・報告する機会を提供することで、多様なニーズのある人たちがよ

り安全に自然体験活動を行う方法を開発・再構築する。これにより、地域共生教育プロ

グラムの機会が促進されると期待する。 

 

（表1）キャンピズキッズキャンプとは 

【対象】5歳～小学生の発達が気になるこども（定員15名）家族も参加可能 

【こどもの目的】様々なフィールドでの楽しいキャンプ活動経験を通し、こども同士が互いに助け

合うことを覚え、こどもの社会性などの成長を促す。 

【関係者の目的】こどもを理解し支援のあり方を考えるための情報交換や悩み等の話し合いを通

し、参加者の課題を明確化し、参加者の課題解決を目指す。 

【プログラムの特徴】年間を通して３回、同じメンバー、同じスタッフ、構造化されたキャンププ

ログラムを行うことで、参加者は、プログラム、メンバーに慣れ、他人であるリーダーに甘えるこ

とを覚え、グループ内における自分の役割や仲間との関係性を学ぶ。さらに参加者はキャンプを楽

しみながら成功体験を経験したりすることで、より良い友人関係・親子関係・社会との関係づくり

も学ぶ。（主なプログラム：野外炊事・キャンプファイヤー・野外あそび・季節のクラフト） 

キャンピズキッズキャンプ企画書（2015～2020）より引用 

 

2.3. 構成 

【推進に係る体制】委員は以下の通りである。関係図は下記参照。 

（※チーフは下線付き） 

［こども委員長と委員］大阪府在住発達が気になる小中学生(10名）公募で決定 

［おとな委員長・委員・講師］キャンピズでのディレクター経験者で構成（20名） 

委員長：水流寛二（研修事業チーフ・キャンピズ代表理事）  

委 員：竹内靖子（報告書・普及チーフ・プロジェクト企画・桃山学院大学准教授） 

阪田昌三（キャンプ事業チーフ・キャンピズ総務部長） 

水井広起（キャンピズ事務局長） 

花川暁子（キャンピズキッズキャンプ看護師） 

藤原一秀（WEB/DTP担当 キャンピズ理事 就労支援B型エルピスワン管理者） 

金本拓也（社会福祉法人ライフサポート協会 生活介助はぴな 支援員） 

    中野堅太（社会福祉法人ノーマライゼーション協会 生活支援員） 

    信達和典（医療法人弘清会 四ツ橋診療所 診療所ソーシャルワーカー） 

    吉田翼沙（大阪市北区社会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー） 
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    中嶋祐二（公益財団法人 大阪YMCA 職員）  

    辻野直岐（社会福祉法人四幸舎和会 くりのみ園支援員） 

    松井翔兵（社会福祉法人日本ヘレンケラー財団 障害者支援施設太平  

生活支援員） 

その他委員は、キャンピズキャンプ学生スタッフより選出 

講 師：石田易司（キャンピズスーパーバイザー 桃山学院大学名誉教授） 

    安井博規（医療法人弘清会 四ツ橋診療所 副院長） 

 

 

2.4. 会議開催予定 

 月 日 内   容 

6月7日と14日 【［窓口］［チーフ担当者］会議】事業計画書等作成（@Zoom） 

6月下旬 【全体会議】 プロジェクト説明会 スタッフ役割・スケジュール等確認（@Zoom） 

6月下旬 【事業別会議】［①研修事業］［②キャンプ事業］［③報告書制作・普及］ 

役割・スケジュール等確認（@Zoom） 

7月上旬 【研修キャンプ説明会（おとな会議）】場所：大阪南YMCA 

7月上旬 ～キャンプ参加者募集開始～チラシ配布（500部：大阪府下のキャンプ団体・こども

会・こども食堂・特別支援学級・特別支援学校等）ホームページとSNSで広報 
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7月下旬 ～キャンプ参加者決定～ 大阪府在住発達が気になる小中学生10名 

8月中旬 【わくわくキッズキャンプ説明会（こども会議）】場所：大阪南YMCA 

対象：キャンプ参加者（10名）プロジェクト委員（20名） 

 目的：顔合わせ（自己紹介）・プロジェクト概要説明・参加者のやってみたい 

自然体験活動発表など 

8月下旬 【［①研修事業］担当者会議】こども会議を基本にプログラム立案（@Zoom） 

9月3～4日 【［①研修事業］研修キャンプ】 

 対象：スタッフ（おとな委員：20名） 

 目的：スタッフが本キャンプ（10/30～31実施）と同じプログラムを実践し、 

新しい生活様式とこどもの希望に沿ったプログラム支援準備と確認を行う 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

研修① 新しい生活様式を踏まえた自然体験活動と青少年自立支援 

    石田易司氏（障害児者キャンプ実践研究者） 

研修② 新型コロナウイルス対策と実際のプログラム 

安井博規氏（インクルーシブ医療実践医師） 

9月下旬 【［②キャンプ事業］担当者会議】（@事務局） 

～キャンプのしおり印刷・郵送・プログラム準備～ 

10月30～31日 【［②キャンプ事業］わくわくキッズキャンプ】 

 対象：発達が気になるこども（10名）スタッフ（20名） 

目的：新しい生活様式に沿ってこどもたちのやってみたい自然体験活動に挑戦す 

ることで、他者との楽しいコミュニケーション体験や社会性を学ぶ 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

参加費：4000円程度（実費徴収）を予定 

研修① 新しい生活様式に沿ってキャンプしよう 

     安井博規氏（インクルーシブ医療実践医師） 

研修② 自然体験講師  〇〇〇〇氏（こども会議で講師決定） 

11月中旬 【［③報告書制作］担当者会議】（@Zoom）～原稿・イラスト依頼～ 

研修① 自然体験活動を通じた青少年自立支援の意義と評価 

     石田易司氏（障害児者キャンプ実践研究者） 

研修② 医療面からのキャンプ評価と必要な支援ガイド作成 

     安井博規氏（インクルーシブ医療実践医師） 

12月中旬 【［③報告書制作］担当者会議】報告書検討担当者会議（@事務局）～印刷～ 

1月上旬 【全体会議】プロジェクト報告会（@Zoom） 

対象：発達が気になるこども（10名）スタッフ（20名）その家族や関係者 

目的：プロジェクトの成果をこども・おとなともに発表・共有し、次へつなぐ 

1月下旬 【［③報告書制作・普及］担当者会議】（@事務局）～普及～ 

～報告書発送（200部）・配布（100部）・ウエブサイト掲示～ 

郵送・配布先：プロジェクト関係者・関係団体・日本・大阪府キャンプ協会・ 

スペシャルニーズキャンプネットワーク等 
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2月中旬 【窓口担当】プロジェクト収支決算書・成果報告書・報告シート作成提出 

 

2.5. その他 

・研修キャンプ・わくわくキッズキャンプ等について 

 現時点では事業内容は、上記（会議の開催予定）の内容で検討中。以下の項目は事業

計画が決まり次第追って報告することとした。 

 ・選考方法（参加者・スタッフ）について 

 ・参加費徴収金額 

 ・安全管理体制（現在情報整理中） 

 ・詳細スケジュール、プログラム内容等 

 

・広報について 

・大阪市内の発達の気になる子ども対象キャンプ実施団体（15団体）にチラシ郵送また

はチラシpdfを送信 

・NPO法人キャンピズ会員用ニュースレターに掲示（6月、140部）又はチラシpdfを送信 

 

・成果の把握・報告・普及等について 

 発達が気になるこどもの体験活動の機会は、親の環境や考え方の影響を受けやすいた

め、真の自立支援を考えるならば、こども（キャンプ参加者）がつくるキャンプを、お

とな（専門家）が支援するプロジェクトが必要と考えた。これからの地域学習は参加者

と専門家が協力し、実践的な自立（共生）支援の形を作っていく必要がある。 

 そのため、このプロジェクトでは、プロジェクトへの取り組みを記録する。参加者・

そのきょうだい・その保護者・関係者・キャンプ専門家・医療・福祉・教育専門家の思

いと行動や考え方の変化を報告書にまとめる。報告書の作成・普及は、キャンピズキャ

ンプ支援方法を再検討する機会となり、他団体と共有することで、より汎用性がある発

達が気になるこどもの体験活動支援モデルの構築につながる。さらに、多様なこどもた

ちが気軽にキャンプをつくる・楽しむ環境づくりとこどもたちの心身の健全な発達のた

めの自然体験活動を推進する。 

 本委託事業での成果（特にコロナ禍における成果）により、今後の自然体験活動の発

展に寄与できればと考えている。 

 

 

3. 事業報告 

 事業企画書のスケジュールの中で、新型コロナウイルス対策をしながら、対面が難し

い場合は、遠隔（メール・Line・電話・zoom・調整さん・Googleドライブ共有等）ツー

ルを活用しできることを1つずつ行い、以下の活動を行った。 

  

3.1.【［窓口］［チーフ担当者］】会議 

日時：2021年6月7日と6月14日（月） 

場所：zoom開催  

目的：企画書・役割確認 

参加者：水流・花川・阪田・水井・竹内 
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3.2.【全体会議】  

日時：2021年6月26日（土）19:00～ 

場所：zoom開催 

目的：プロジェクト説明会 スタッフ役割・スケジュール等確認 

参加者：水流・花川・金本・吉田・中野・藤原・竹内 

※社会人スタッフは、それぞれの所属先の新型コロナウイルス対策により、対面での 

活動が難しい状況が判明したため、組織図変更を検討。 

 

3.3.【事業別会議】［①研修事業］［②キャンプ事業］［③報告書制作・普及］ 

期間：2021年6月～ 

場所：メール会議 

目的：役割・スケジュール等確認 

 

3.4.【研修キャンプ説明会（全体おとな会議）】 

日時：2021年8月10日（月） 

場所：zoom開催 

目的：企画書確認 

参加者：水流・阪田・大西・小林・澤田・竹内 

※緊急事態宣言中であり対面での説明会はキャンセル、参加者家族やスタッフの所属団

体が宿泊不可であったため、宿泊キャンプから、ディキャンプ2回（①キャンプファイ

ヤーディキャンプ ②野外クッキングディキャンプ）に変更［資料5.2. 企画書2021

年8月10日＆8月31日変更分］後、各班別に準備を進める。 

 

3.5.【研修キャンプ説明会（おとな会議）】 

日時：2021年8月18日（水） 

場所：ウイズ芦屋 

目的：コアスタッフ情報共有 

※キャンプファイヤー班プレキャンプミーティング：桃山学院大学福祉レクリエーショ

ン実習としても実施。実習として健康チェック（実施前14日間）を行う。 

 

3.6. 【キャンプ参加者募集開始】 

時期：8月上旬 

※緊急事態宣言中であり、新型コロナウイルス対策の為、大阪市小学校の宿泊イベント

が延期されていたため、当初予定していたチラシ配布・ホームページ・SNSを通した広

報をキャンセルし、昨年度参加者に［資料5.3. 広報チラシ］メール告知に変更（2021

年8月10日送信）。小学生を含む家族単位の募集に変更。 

 

3.7. 【キャンプ参加者決定】  

時期：2021年8月下旬 

※参加希望のあった3家族に決定 
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3.8. 【わくわくキッズキャンプ説明会（こども会議）】 

日時：8月28日（土）14:00～15:30  

場所：zoom開催 

目的：顔合わせ（自己紹介）・プロジェクト概要説明・参加者のやってみたい自然体験

活動発表など 

参加者：1家族 

スタッフ：竹内・水流・信達・中野 

※緊急事態宣言延長に伴い遠隔説明会に変更。参加がかなわなかった、ご家族へは個別

に連絡し、ニーズを確認（活動の希望は、防災クッキング・焼きマシュマロ・クラフト・

アートファイヤー・チーズフォンデュ等） 

 

3.9.【［①研修事業］担当者会議】こども会議を基本にプログラム案作成 

 

3.10.【［①研修事業］研修キャンプ】 

日時：2021年9月3日（金） 

目的：スタッフが本キャンプ（10/30実施）と同じプログラムを実践し、新しい生活様

式とこどもの希望に沿ったプログラム支援準備と確認を行う 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

スタッフ：水流・松井・大西・小林・澤田・竹内 

研修①：新しい生活様式を踏まえた自然体験活動と青少年自立支援 

   石田易司氏（障害児者キャンプ実践研究者） 
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遠隔によるスーパーバイズ：新型コロナウイルス対策と実際のプログラム 

安井博規氏（インクルーシブ医療実践医師） 

参考資料：［資料5.4. プレキャンプ報告］ 

 

3.11.【［②キャンプ事業］担当者会議】 

期間：2021年9月～10月 

内容：・新型コロナウイルス感染症予防策検討（主担当：花川・安井） 

・プログラム準備（メール・Zoom会議）（主担当：水流・阪田・金本） 

・キャンプのしおりデータ送信（2021年10月13日）（主担当：竹内） 

・キャンプのしおり印刷・郵送（主担当：阪田） 

参考資料：［資料5.5. 参加者・スタッフへの連絡］ 

 

3.12.【［②キャンプ事業］わくわくキッズキャンプ】 

日時：2021年10月30日（土） 

参加者：こども（2名）保護者（2名）スタッフ（6名） 

目的：新しい生活様式に沿ってこどもたちのやってみたい自然体験活動に挑戦すること

で、他者との楽しいコミュニケーション体験や社会性を学ぶ 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

参加費：4000円程度（実費徴収）を予定 

プログラム等詳細：［資料5.6. キャンプファイヤー報告］ 

 

日時：2021年10月31日（日） 

参加者：こども（4名）保護者（3名）スタッフ（6名） 

目的：新しい生活様式に沿ってこどもたちのやってみたい自然体験活動に挑戦すること

で、他者との楽しいコミュニケーション体験や社会性を学ぶ 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

参加費：4000円程度（実費徴収）を予定 

プログラム等詳細：［資料5.7. 野外クッキング報告］ 

 

3.13.【［③報告書制作］担当者会議】（@Zoom）～原稿・イラスト依頼～ 

期間：2021年11月～12月 

内容：・参加者アンケート(11月上旬)［資料5.8. 参加者アンケート結果］ 

・スタッフアンケート(11月中旬)［資料5.9. スタッフアンケート結果］ 

・参加者・スタッフ_キャンプのおもいで写真アート(12月) 

   ・専門家関係者の総評原稿依頼（12月） 

※感染対策の為、対面会議・研修は行わず、各専門家に原稿を依頼。各専門家

や関係者の作品及び総評は、次章と参考資料を参照 

 

3.14.【［③報告書制作］全体会議】報告書担当者会議 

プロジェクト報告会（@Zoom） 

日時：2022年1月9日（日）14:00～15:00 

対象：こども（5名）保護者（2名）スタッフ（3名）等 

目的：プロジェクトの成果をこども・おとなともに発

表・共有し、次へつなぐ 

場所：Web会議 
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3.15.【［③報告書制作・普及］担当者会議】（@事務局）～普及～ウエブサイト掲示～ 

期間：2022年2月 

対象：プロジェクト関係者・関係団体（日本・大阪府キャンプ協会・スペシャルニーズ

キャンプネットワーク・ハワイ大学障がい学研究センター）等 

目的：事業内容を関係者・関係団体と振り返り、次の活動へとつなげる。 

 

3.16.【窓口担当者会議】 

期間：2022年2月 

目的：事業事務手続きの完了 

プロジェクト収支決算書・成果報告書・報告シート作成提出 

【事業の成果と課題】 

①成果 

参加者のニーズを中心に、関係者の状況を確認しながらともにつくる活動は、参

加者・家族・スタッフがお互いを理解しながらじっくりとできることに挑戦する取

り組みであった。その取り組みを繰り返し、自然体験を通じ、日常とは違う自分に

気づき、関係者との対等な関係性の中で信頼関係が育まれること。さらにたくさん

の選択肢の中から選ぶ行為を繰り返すことで、自主性や積極性が育まれることが示

唆された。 

その成果は、キャンプ後のアンケートからも確認することができ、参加者・家族・

スタッフ共には「楽しかった」「有意義だった」と記されており、次回のキャンプ

への期待も確認できた。具体的には事業を通じて以下の成果を得ることができた。 

 

・体験活動の現状把握及び対象者のニーズ収集 

 ・事例の収集と発信 

 ・意見交換の場の設定 

 ・特別な配慮が必要な青少年の体験活動推進方策の試行 

 ・報告書作成と発信 

 

②課題 

参加者・家族・スタッフ共により安全で楽しい活動ができる環境づくりが今後の

課題である。具体的に以下の項目を考慮しながら次回の活動につなげたい。 

 

・みんながわかる感染症対策 

・初心者向けICT・AT研修の必要性 

・感染症対策をしながら主体性自主性を伸ばす余裕のある環境づくり 

・特別な配慮に対する周囲の柔軟な対応 

・感染症対策・スタッフ確保と研修のための資金調達 

・安全と楽しさ（親密さ）の両立 
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4. 事業評価（総評・課題・展望・次のキャンプのための準備） 

4.1. 自然体験活動を通じた青少年自立支援の意義と評価 

 現在の日本では、多様性の尊重と共生ということが大切だと言われている。それぞれ

の人が持っている特徴を大切にしながら、どうして一緒に暮らしていくかを考えようと

いうのである。外国人、性的マイノリティ、障害者など日本社会で多数派でない人を、

社会に必要な人材として包み込み、巻き込んでいくことが求められている。労働人口減、

介護ニーズの高まり、高齢人口の増加など、日本社会がこれまでにない体験をしようと

している今、その意味は大きい。 

 これまで児童虐待の対象になったり、引きこもりになったりする発達障害者の非社会

性が問題になっているが、このキャンプを通して、どの子どももかわいいと思える体験

を私たちはしてきた。つまり、慣れて、その子どもの持つ良さが見え、反対に、困難を

克服していく過程を共に体験することによって、これまで難しいと言われてきた発達障

害者の大いなる可能性を見出すことができた。一人の子どもとして愛らしい存在になっ

たのだ。 

 具体的には「はじめに」に書いた個別化や繰り返しが、自然の中でゆったり行われる

ことが大きなポイントになるだろう。キャンプはグループ活動が中心で、学校などでは

その集団規範を学ぶことを中心にキャンプが行われることが多いが、個別化が先で、一

人ひとりをきっちり受け入れることから集団を構成していくことが大切である。規範が

先にあるわけではない。このキャンプではそれが実現できた。 

 そして、今ソーシャルワークで注目を浴びているのが、学習理論をベースにしたコー

チングである。本人が楽しいということを基本に、主体的に活動に取り組むこと、そし

て、それを承認する支援者や仲間がいることによって、自己肯定感を高めていけるよう

な体験、つまり成功体験を繰り返すことがコーチングの基本である。 

 この体験を肯定的に評価する仲間や支援者がいることがキャンプの大きなメリット

である。最初、自分が不安な子どもたちは自己防衛に走るために、なかなか他人を認め

ることはしにくいものである。繰り返すということは、成功体験を導き出すとともに、

知らないところで知らないことをする不安から、仲間の関係を肯定的にとらえる力をつ

けていくことができる。 

 WHOが2001年にICF（国際障害分類）を発表したが、この中で環境因子といわれるもの

の大切さを、キャンプにおけるグループ活動とそれを支援する学生ボランティアに見る

ことができる。つまり、周囲が受け入れることによって、自己肯定感

が高まり、より主体的になり、集団での活動に自信がつくのである。

さらにそのことを通して、支援者である学生ボランティアの自己肯定

感も高まり、彼らが成長していくことを私たちはこのキャンプを通し

て、改めて確信することができた。この自己肯定感が自立を支える大

きな力になる。               （石田易司 桃山学院大学名誉教授） 
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4.2. 医療・新型コロナウイルス感染症予防の視点から 

人生100年時代と言われて久しいが、医療の進歩と共に高齢化が進んでいる。 

その中で老若男女問わず活躍できるような社会が望まれている。 

既存の研究にて寿命に影響する因子が報告されているが、最も重要なものが人とのつ

ながりであると言われている。 

そこで四ツ橋診療所は地域の中で人とのつながりを持てる「かけはしカフェ」を運営

している。子ども、高齢者、障害者、認知症といった垣根のない場づくりを行っている。 

新型コロナウィルスが蔓延し始めたため、室内で行うイベントは中止、変更を余儀な

くされたが、野外で行うイベントは室内よりも開催しやすいと考えられる。 

すなわちこの「わくわくキッズキャンプ」はウィズコロナ時代でも比較的開催しやす

いと期待される。ただキャンプという特性上、集団行動も多く密になる状況が多いため、

感染には十分留意しなければならない。 

新型コロナウィルスにおいては、3密すなわち、密集、密接、密閉を避ける必要があ

る。具体的な場面としては、食事、野外活動、就寝である。食事においては、BBQなど

をして皆で分け合うのがキャンプの醍醐味ではあるが、別所で調理したものをあらかじ

め一人一人に取り分けて運ぶという配慮が必要である。野外活動では、人との距離を取

りながら極力接触をさけ、場合によってはマスクだけでなくフェイスシールドの着用も

おこなう。就寝は、密閉空間とならないように換気の徹底が必要であるが、感染状況に

応じて宿泊を伴わないデイキャンプに切り替えることを検討する。 

いずれにしても、マスク着用、消毒、換気を徹底し、密にならない

ようにウィズコロナ時代の新しいスタイルのキャンプを模索していく

必要がある。「わくわくキッズキャンプ」は子どもが主体のキャンプ

であるが、今後子どもだけでなく、子ども、高齢者、障害者といった

垣根を超えた多世代が楽しめるキャンプと発展することを願っている。 

（安井博規 医療法人弘清会四ツ橋診療所副院長） 

 

4.3. ICT・AT支援の視点から 

テクノロジーの活用は障害のある方々の個々の支援のために留まらず、さまざまな活

用方法によりキャンプへの参加方法が広がり、また、キャンプでのアクティビティにも

っと自立的に参加できることを目的とします。I C T とは「Information Communicati

on Technology」の略称であり、「情報通信技術」と訳されます。A Tは「Assistive T

echnology」の略称であり、「支援技術・支援機器」と訳されます。A Tは個人の障害の

ニーズによって与えられる技術・機器です。例えば、パソコンを使用するのに指が動か

せない場合などはその人にあった特別なマウスが必要となります。指が動かせなくても

腕が動かせる場合、頭しか動かせない場合で使うマウスも変わってきます。また、A T

はパソコンのようなハイテクではなく、「杖、虫眼鏡、ハイライター」など一般的な物

も障害のある人の特定の支援につながる場合は支援技術・機器となります。 

I C Tの鍵となるのはコミュニケーションであり、パソコンやスマートフォンなどを

通して、音声通信だけではなく、文章、ビデオ、写真、ブログ、S N S （Instagram・T

witter・Facebook・LINE等）などで情報更新・共有・受信することができます。コロナ
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の影響もあり、様々な場面でパソコンやタブレットの使用が普及しています。また、ス

マートフォーンを持ち歩くことも一般的になっています。 

これらを活用して、紙媒体ではできないことを増やしていきます。例えば、文字の拡

大、配色の変化、音声認識（文字の音声化）、音声入力（音声から文字入力）などは特

別な機器や設定が必要なく使用できます。ICTを普及するとA Tのニーズも削減されるこ

ともあり、特別な支援機器を与える必要性が最小限になり、みんなと同じようにアクテ

ィビティーに参加できることが望めます。 

2021年12月20日の「共同研究プロジェクト研

究会・福祉レクリエーション実習」のセミナー

では下記のI C Tをキャンプ参加者の皆さまと

のコミュニケーションを楽しく促進するため

に紹介させていただきました。 

 

①みんなで考えていること・学んだことを 

コラボ、シェアやブレインストーミングする 

ためのオンライン掲示板・ホワイトボード： 

IdeaBoardz  

(https://ideaboardz.com) 

Google Jamboard 

②ゲーム感覚で遊びながら学べるオンラインサイト: 

Kahoot! (https://kahoot.com) 

Nearpod (https://nearpod.com) 

③リモートからでももっと積極的に参加できるようになる遠隔ロボット： 

Kubi (https://kubiconnect.com) 

Ohmni (https://ohmnilabs.com) 

 

このようなICTをキャンプ前、キャンプ中、キャンプ後に活用していけると、キャン

プの質の向上やキャンプ参加者の参加方法を広げることができると思います。 

（髙橋桐子 ハワイ大学マノア校教育学部障がい学研究センター暫定ディレクター、 

東京大学先端技術研究センター特任准教授） 

 

4.4.TEACCH研究・余暇と自立支援の視点から 

 本報告では、自閉症支援において世界最先端といわれているTEACCH Autism Program

における余暇と自立支援について報告します。 

 TEACCHとは、Treatment and Education of Autistic and Communication handicapp

ed CHildrenの略語で、我が国では「自閉症と関連するコミュニケーション障害児の治

療と教育」と訳されています。1972年にノースカロライナ大学医学部精神科に創設され、

現在ノースカロライナ州内に7か所の地域センターが設置されています。 

 TEACCHでは、自閉症児の診断から学校教育や家庭におけるコンサルテーション、成人

期の就労支援、そして余暇支援などが行われています。 
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ノースカロライナ州のアルバマールという小さい町に、TEACCHの協力を得て設立された

GHA Autism Supportという民間の法人があります。GHAでは、カロライナファームとい

う広大な農場を運営し、ここで強度行動障害のある重度の自閉症者が生活しています。

農場内にあるグループホームでは15人の自閉症者が居住し、動物や植物を育て、ハーブ

などを袋詰めにする作業等で就労トレーニ

ングも行っています。 

知的に重度の障害を重複しているため、

言葉によるコミュニケーションがとりづら

く、それが原因でパニックなどを起こして

いた自閉症者に対し、写真１のような具体

物によるコミュニケーション指導を行うこ

とによって問題行動はほぼ収まっています。 

写真１ 具体物によるコミュニケーションツール 

 余暇に関しては、ストレス発散のために写真２のように馬と一緒に農場内を散歩した

り、夏には写真3のように農場内のプールで楽しんでいます。重度の知的障害や行動障

害を伴う自閉症者でも、写真4のような視覚的スケジュールなどの「構造化」といわれ

る指導によって、余暇を楽しみ、写真5のように自分で料理ができるようになるといっ

た自立した生活を送ることができるようになっています。（梅永雄二 早稲田大学教授） 

  

写真２ 農場内の散歩風景              写真３ 農場内にあるプール 

       

写真４ 一日の活動を示した視覚的スケジュール    写真 5 クッキングスキルの練習 
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4.5. スペシャルニーズキャンプをリスタートするために 

このコロナ禍において、さまざまな青少年団体が「体験を止めない」の合言葉で、子

どもたちの体験活動を再開する努力を続けてきた。 

それは、主に下記のような対策である。 

・事前予約制 

・参加10日前からの健康管理（スタッフを含む） 

・簡易検査キットを用いたスタッフの事前のPCR検査 

・マスクの着用やアルコールなどを使った手指消毒の徹底、こまめな手洗いの指導 

・テント泊や野外炊事などで個別の活動を推奨 

・グルーピングの工夫（一部の人間に限る交流にし、多くの参加者を交流させない） 

キャンピズのようなスペシャルニーズ対象のキャンプでは、なかなか上記の対策の徹

底が難しい。ソーシャルディスタンスを確保することがそもそも難しい。だからこそ再

開の判断が難しい。 

しかしながら約2年間、子どもを活動から遠ざけてしまっているのも事実である。彼

ら、彼女らの「今」は二度と戻ってこない。 

「コロナを起こさない」ではなく、「クラスターを起こさない」という発想に変えて

いくことも大切ではないか。当然、リスクマネジメント的には、「起こさない」だが、

コロナが誰でもかかる可能性のある病気と考えると、「クラスターを起こさない」発想

の方が現実的だとも言える。このような悩みは、キャンプだけにあるのではなく、学校

生活でも、放課後デイサービスでも同様のはずである。子どもたちにその課題を押し付

けるのではなく、大人側で解決できる課題もあるのではないかと考える。 

キャンピズは会員制である。まず保護者と一緒にこの解決の道筋を考え、ある程度の

条件提示のもとに、活動を徐々に再開していく方法も考えられる。参加者のために、何

を譲り、何を守るのか、どのようにしたら始めていけるのかを共に考えていきたい。 

（高瀬宏樹 桃山学院大学兼任講師、 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立曽爾青少年の家企画指導専門職） 

 

4.6. ネットワーク（SNCN）の視点から 

 スペシャルニーズ・キャンプ・ネットワークは、スペシャルニーズ・キャンプ（SNC）

に関する情報発信、調査研究、交流事業、プログラム開発等を通し、SNCの普及・振興

を図り、SNCの社会的な価値を高める取り組みを行うことを目的として2016年に設立され

たネットワーク団体である。 

 新型コロナウィルス感染症の拡大は、時に密集した環境の中で密接な支援を必要とす

る人たちの余暇活動の実施にも大きな影響を及ぼし、ネットワーク内の団体においても

キャンプ事業の中止や縮小を余儀なくされた。 

キャンピズは、20年以上に渡って数多くのSNCを実践し、多くの人材を育成してきた。

新しい生活様式下での自然体験活動を実践するにあたって、これまでのノウハウを活か

しつつ、新たな組織づくり、研修事業を行いつつ、参加者のニーズに合わせたプログラ

ムを企画・実践・評価を行い、詳細な報告書をまとめられたことは今後のSNCの実践にあ

たって貴重な資料となるものである。 

また、キャンピズは障害児・者のキャンプ事業に加え、就労支援B型事業所も運営して

いる。これは障害のある人たちが生涯に渡って切れ目ない支援を受け、地域の中で共生

しながらQOLの高い生活を送るための場として機能し得ることを意味している。これは、
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我々ネットワークが目指すspecialをspecialと考えない社会の実現につながるものであ

る。今後もユニバーサル社会の実現に向けて、更に強固な協力体積を築いていきたい。 

（野口和行 スペシャルニーズキャンプネットワーク代表 慶応義塾大学教授） 

 

4.7. 実践研究の視点から 

キャンプの評価は、主に心理社会的な評価が報告されています。それは自己概念や自

己成長などの個人内（intrapersonal）に関する評価や社会性や対人関係などの個人間

（interpersonal）に関するものです。また、わくわくキッズキャンプの参加者のよう

に発達の気になる子どもが参加するようなキャンプでは、心理臨床的な視点からの効果

も報告されています。 

このような事業の評価は、継続して実施してゆく必要があるように思われます。それ

は、キャンプの効果について報告してゆくことが、キャンプによる支援を社会的に認知

してもらう上で大切であることはもとより、何よりも参加する子どもたちの成長を支援

する上で有益になるからです。すなわち、キャンプに参加したことが、子どもたちの成

長に効果的であったのか、なかったのか、あるいは、何が成果につながったのか、何が

足りなかったのか、などを振り返って検証してみることが事業を発展させる上で重要に

なると思われるからです。 

キャンプの評価には、エビデンスベースの数量的な評価が重要であることは疑いの余

地はないのですが、筆者はそれだけでは不十分ではないかと考えています。わくわくキ

ッズキャンプに参加する子どもたちへの効果を考える際には、それぞれの子ども個人に

とってキャンプが、いかなる効果や意味があったのかということを評価することをぬき

にしては片手落ちのように思うからです。キャンプに参加してくる子どもたちは、それ

ぞれ抱えている問題や課題が異なっており、それゆえキャンプの効果や意味も異なって

いるからです。おしなべて同じ観点からエビデンスベースの数量的評価を行ってみても、

参加した子ども個人にとってキャンプがどうであったかということについては明らか

にならないからです。 

竹内・坂本（2018）は、わくわくキッズキャンプにおける参加者個人の事例研究を行

い、その成果について検討しました。子どもへの効果が示されたと同時に、キャンプに

共に参加する家族やスタッフにおいても、キャンプが成長の場になっていることが明ら

かになりました。たとえば、家族では、客観的な視点から子どもを見る機会になり、日

常とは異なる子どもの様子をうかがい知る機会になっていたこと。また、スタッフにお

いては、子ども理解やキャンプのマネジメントあるいは、子どもとの関わり方を通じて

スタッフ自身の成長の場となっていたことがわかりました。 

このように、わくわくキッズキャンプの事業評価は、単にキャンプに参加する子ども

の評価を積み上げるにとどまらず、キャンパーとその家族、スタッフ、そして社会のた

めになるという「三方よし」の観点に立って、事業評価を実施することが大切であると

思われます。 

【文献】竹内 靖子, 坂本 昭裕：根互成長の場としての発達障害児キャンプ．野外教育研究，22，37‐49，

2018．DOI，https://doi.org/10.11317/joej.2018_0003 

（坂本昭裕 日本野外教育学会理事長、筑波大学教授） 
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4.8. ネットワーク（大阪府キャンプ協会等）の視点から 

大阪では、1953年に日本で初めての「肢体不自由児療育キャンプ」、「生活保護児キ

ャンプ」が実施されました。そして60年代から90年代にかけて、主として朝日新聞大阪

厚生文化事業団や大阪YMCA、大阪肢体不自由児協会などの公共性の高い民間団体が中心

になって、「目の不自由な子のキャンプ」や「精神薄弱児キャンプ」、「重度心身障害

者キャンプ」、「非行少年キャンプ」、「学習障害児（LD児）キャンプ」等々、「スペ

シャルニーズキャンプ」につながっていくキャンプが行われて来ました。蓄積されたキ

ャンプの力は、阪神淡路大震災や東日本大震災でも、被災した子どもたちの心のケアを

めざす「グリーフキャンプ」で大きな力を発揮しました。 

2000年代に入り、バブルの崩壊と地方財政の悪化等に伴う環境の変化もあり、これま

での大阪のキャンプを支えてきた公共性の高い企業や公益法人、自治体等による、社会

貢献活動を主眼としたキャンプが厳しい状況に置かれる中で、1998年の特定非営利活動

促進法によって誕生したNPOが、市民活動としてのキャンプという新しい世界を切り開

いて、大阪のキャンプを支える主要メンバーの一員となりました。 

 大阪府キャンプ協会の主たる役割は、キャンプに関係する多くの専門団体やNPOの

みなさん、大学等の研究機関や専門家、指導者、ボランティアのみなさんなどのネット

ワーク化を促進することで、社会に対してキャンプが持つ効果や意義をより強くアッピ

ールできる体制をつくっていくことです。例えば、「NPO法人キャンピズ」が実施した

「２５２５子どもキャンプ（子ども食堂の子ども達を支援するキャンプ）」は、大阪府

キャンプ協の設立25周年記念事業の一つとして、他の多くのキャンプ関係団体や個人、

企業等から、協賛金や物資の提供、スタッフやリーダーの派遣等の支援を受けることが

できました。「キャンピズ」の取り組みに見るように、ネットワーク化が促進されるこ

とで、単独では開催が難しい研修会や指導者の養成、各種事業の共同開催や支援活動の

広がりが可能になり、参加対象者や市民のみなさんへの幅広い周知活動が容易になるな

ど、キャンプを取り巻く環境整備が進んでいきます。 

私たちは、キャンプのネットワーク化のその先に、様々な社会的困難を抱える子ども

達をキャンプで支える活動を展開する団体や指導者、ボランティアのみなさんが、互い

につながりあい、支え合って、活動がより活発に展開される関係性を構築することで、

子どもたちの心豊かな未来が育まれていくことを固く信じて、これからも取り組んで行

きます。 

【参考文献】・富山浩三：キャンプマネジメントにおける公から民へ、大阪のキャンプ さらなる躍進  

pp6、大阪府キャンプ協会、1997年 

・宮川幸雄：キャンプの質的変化と多様化、大阪のキャンプ さらなる躍進 pp9、大阪府 

キャンプ協会、1997年 

（永吉宏英 スペシャルニーズキャンプネットワーク顧問、大阪府キャンプ協会会長） 

 

 

4.9. 運営スタッフ総評（今後のキャンプに向けて） 

ファイヤーディキャンプスタッフの視点から 

わくわくキッズキャンプは、ぎりぎりまで宿泊を伴うキャンプを模索しました。しか

しながら、感染状況を勘案したうえでキャンプファイヤーをプログラムのメーンとした

デイキャンプと、新しい生活様式のもと個人自炊をメーンとしたデイキャンプに切り分

けて実施することにしました。10月30日に実施したデイキャンプは、1家族のみの参加

でした。両親と女児2名の4人に対し、キャンプディレクター、看護師、社会人スタッフ、

学生スタッフ3名の計6名体制で臨みました。かなり手厚い布陣ですが長い間ストップし

ていたキャンプ再開に際し、慎重に取り組んだ所以でもあります。 
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キャンプ実施にあたっては、プレキャンプで本番に向けたシミュレーションを行いま

した。2週間前からの体温や体調の記録を行い、夕食時の配膳や食事中のルール確認、

参加者のアレルギーなどの情報を共有しました。その成果は、本番のスムーズなプログ

ラム進行にも表れました。ただ、浮き彫りとなった課題もありました。例えば、クラフ

トの際の道具の共有です。事前にアルコール消毒はしていましたが、プログラムが進む

につれて使い分けることにしていたハサミが共有されていました。

また、子どもと学生スタッフのかかわりが深まることによってお互

いの緊張もほぐれ、密着する様子がうかがえました。これが、キャ

ンパーが増え、宿泊を伴うキャンプとなるとさらにコントロールが

難しくなることが予測されます。これらの課題はこのキャンプを実

施したことによって明るみとなりました。この反省を踏まえ今後の

キャンプ計画に向けて備えていくことにいたします。 

（水流寛二 ファイヤーディCD） 

 

野外クッキングディキャンプスタッフの視点から 

キャンププログラムにおいて「飯ごう炊さん」は集団で調理するものですが、今回メ

スティンを使用することで、コロナ禍での自炊プログラムをする上でソーシャルディス

タンスを保ちながら各自で食材、調理道具を触り、不特定多数が触ることがなく作るこ

とができ効果的であった。また、子ども達は日常生活であまり火を使うことがないので

「火をつけること」を体験する機会もあり、「やけど」、「熱い」「火に近づき過ぎな

い」といったリスクについても学ぶ機会を持つことができた。 

クラフトは思い思いの発想で素敵なハロウィンバックが完成し、お菓子を入れてハロ

ウィンの雰囲気を感じ楽しむことが出来た。クラフト作成時に使うハサミやノリなどは

不特定で触れるので、参加者分の文房具を用意したり、参加者個々で持参するなど工夫

が必要かもしれない。 

コロナ禍の中でのキャンプ活動自体集団から個別に活動できる場面も考えていく必

要がある。自炊については一人ずつ調理道具や食材を準備してソロキャンプのような形

もあってもいいのではないか。メスティンはご飯を炊

くだけでなく、工夫次第で煮る、焼く、揚げるなど調

理するバリエーションが増えます。ポトフ、パスタ、

パン、フライなどチャレンジしてみるレシピの幅は広

がっていきます。同じようにクラフトについても個々

で楽しめるように工夫することでコロナ禍でも楽し

めるプログラムを模索していくことが今後必要では

ないか。 

（阪田昌三・金本直也 野外クッキングディCD） 

 

感染症対策スタッフの視点から 

集団でのキャンプと感染症対策は基本的に相反する活動だと考えます。今回のキャン

プでは最初に最低限と思われる条件やルールを提示しました。あえて現場での注意やル

ールの確認はしていません。実施時期の感染状況を確認しながらキャンプの雰囲気を壊

さないことを優先しました。 

クラフトなどのプログラムは個別に道具や材料を確保する必要があり今までの数倍

のコストを見込む必要があります。そして感染対策のルールをプログラム運営に関わる

スタッフ全員が正しく理解し、言語化できるようにしておく必要があります。 

今回のキャンプでもそもそも場の設定が狭すぎたり、換気を忘れたりする場面があり
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ました。その際に感染症対策について詳しいスタッフがさりげなく人との距離をとるよ

うに仕向ける、効率的な換気をするといったフォローの必要がありました。それでも熱

中する場面では十分な対策をとることはできていなかったと思います。 

今後のキャンプでは効率の良い場の設定が必要だと学びました。それには屋外のほう

が実施しやすいとわかりました。それぞれが安心できるテリトリーを作ることでソーシ

ャルディスタンスを保ちながら自炊に参加することが不十分ながらも実践できたから

です。 

このキャンプでは参加者の特性として誰かの手助けが必要、他者に近接することで安

心したくなるといったことがあります。これには家族の協力が不可欠でした。現状では

当日感染症に罹患していないと確実に証明できるスタッフがいなかったからです。健康

チェック表もつけていましたが誰がどう評価するのかを決めておく必要がありました。

今回は37.5度以上の発熱が２週間以上ないことを確認しただけです。これを解決するた

めには費用と本人（保護者）の同意は必要ですが感染症についてできる範囲の検査（今

回については抗原検査）の活用も考慮できるかもしれません。 

今後のキャンプでは「直接介助を誰がどう担うのか」「ソーシャルデ

ィスタンスを保ちながら展開できるプログラム立案」が大きな課題とな

るように感じました。また、スタッフを含む参加者がそれぞれ感染対策

の基本を意識できるようにマスクの付け方や必要なポイントでの手指

消毒を普段から実施している「お約束」「このキャンプのルール」とし

て全員に周知していくことで安全なキャンプを全員で作っていくこと

ができるのではないかと思います。      （花川暁子 キッズキャンプ看護スタッフ） 

 

委託事業スタッフの視点から 

1月9日（日）の発表会では、キャンプの思い出を発表したり話し合い、こどもたちそ

れぞれが次のキャンプでしたいことがすらすらあがるようになってきました。次は、キ

ャンプファイヤー・焼きマシュマロ・落ち葉でアート・紙飛行機大会・お絵描き・から

くりクラフト・メスティンで違う料理に挑戦したい。どんぶり・天ぷら・蒸しパン・・

カレーうどんづくり・ナポリタンもできるかな・・・などなど、場所もそれらのことに

挑戦するなら、近くの公園より、火の使える、いつものキャンプ場がよさそうとみんな

で考えています。 

みーちゃんご家族は、花火・凧あげ、流しそうめん・すいかわりにクッキング系に加

え、鬼ごっこのリクエスト。意外に妹のすーちゃんは次のキャンプでやってみたい事が

たくさんあるそうです。キャンピズのキッズキャンプらしくなってきた

なとすこしほっとしています。 

今回は、ルールの確認をわかりやすくする工夫ができていなかったの

で、次回は感染予防イラスト5.10. ［次のキャンプでの新型コロナウイ

ルス感染症対策（おやくそく）］を活用したり、おやくそくをみんなで

確認して、みんなに伝わっているか確認しながらプログラムができるよ

う準備していきたいと思います。 

（竹内靖子 委託事業担当） 
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5. 資料  

5.1. ［コロナ以前のキッズファミリー共生キャンプリーフレット］ 
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5.2. ［企画書 2021 年 8 月 10 日＆8月 31 日変更分］ 
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5.3. ［広報チラシ］ 

 

デザイン：前田將太 
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5.4. ［プレキャンプ報告］ 

 目的：スタッフが本キャンプ（10/30実施）と同じプログラムを実践し、 

新しい生活様式とこどもの希望に沿ったプログラム支援準備と確認を行う 

場所：大阪市立信太山青少年野外活動センター（現地集合・現地解散） 

スタッフ：水流・松井・大西・小林・澤田・竹内 

研修①：新しい生活様式を踏まえた自然体験活動と青少年自立支援 

    石田易司氏（障害児者キャンプ実践研究者） 

遠隔によるスーパーバイズ： 

新型コロナウイルス対策と実際のプログラム 

安井博規氏（インクルーシブ医療実践医師） 

 

 プログラム（案） 新型コロナウイルス感染症予防対

策 

 

14:00  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17:00 

18:00 

 

 

 

 

 

19:00 

スタッフ現地集合 

現地集合 

 

アイスブレイク（自己紹介） 

クラフト 

写真② とんとん相撲 

 

 

 

 

 

夕食 

キャンプファイヤー 

 

現地解散 

健康確認（2週間分記入済健康チェ

ックシート持参） 

持ち物：上靴と筆記用具 

服装：ファイヤー中は、長袖長ズボ

ン 

① 三密回避 

② こまめな消毒 

③ 換気 

※施設の感染予防対策・参加者個々の所属団体の感染症予防対策を確認し実施 

 



25 |  
 

5.5. ［参加者・スタッフへの連絡］ 

5.5.1. [2021 年 10 月 13 日送信メール文面] 

キッズディキャンプ参加ご家族 様 

関係者各位 

 

こんばんは。 

いろいろな変化の多い日々ですが、皆様お変わりないことを祈ります。 

まだまだ緊張感が必要ですが、新型コロナウイルス感染予防対策をしながら、 

以下のキャンプを実施します。 

①ハロウィンディキャンプ（ファイヤーコース）10 月 30 日（土）14:30~19:00 頃 

②ハロウィンディキャンプ（野外料理コース）10 月 31 日（日）10:00~15:00 頃 

①②両日集合場所（受付）：大阪市立信太山青少年野外活動センター玄関ロビー 

 

事前準備として、郵送物を送付しますが、 

以下の準備が必要になりますので、ご準備よろしくお願いいたします。 

 

【キャンプ事前準備】 

【10/16～】 参加者・家族・スタッフ全員、添付資料と施設の感染症対策等を確認し、 

      全員「２_健康チェックシート」を記録してください。 

 

【郵送物到着後至急】「確認メモ」を提出お願いします（fax, pdf で送信可） 

【郵送物到着後至急】該当者は「アレルギー対応シート」を提出お願いします 

          ※未提出の場合、アレルギー対応食が用意ができない可能性有 

    ↓ 

【1週間程前】提出された資料に沿って、CD と活動内容・予防策・持ち物等を確認します！ 

    ↓ 

【キャンプ当日】受付で ・「健康チェックシート」を提出します（参加者全員） 

      ・キャンプ参加費（子ども 1 人 1000 円, 大人 1人 2000 円）をお支払いください 

    ↓ 

    キャンプスタート！ 

 

※文科省委託事業の為、記録用に活動写真や動画を撮影しますがもし、配慮が必要な場合は事

前に CD にご相談ください 

※スタッフも、全員「健康チェックシート」の提出がなければ活動に参加できませんので気を

付けてください。 

 

みなさまにお会いできること楽しみにしています。 

 

プロジェクトスタッフ一同 
ファイヤーディ CD 水流寛二 
野外クッキングディ CD  阪田昌三・金本拓也 
プロジェクト窓口 竹内靖子 
キャンピズ事務局 
キャンピズ facebook: https://www.facebook.com/campwith 
キャンピズ Website: http://campwith.jp/pg125.html 
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5.5.2. [感染症対策基本方針] 
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5.5.3. [健康チェックシート] 

そに森の子キャンプ①体温等記録カードを参考に作成 
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5.5.4. [10/30 新型コロナウイルス感染症予防対策と企画] 
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5.5.5. [10/31 新型コロナウイルス感染症予防対策と企画] 
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31 |  
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5.5.6. [確認メモ] 
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5.5.7. [大阪市立信太山青少年野外活動センターアレルギーシート] 

 

アレルギー対策シート（大阪市信太山野外活動センター） 

https://www.shinodayama.com/wp-content/uploads/2021/05/a0701bb1a8a7f6b3097e26702c6f278e.pdf 
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5.5.8. [スタッフ対象_感染対策の指針と課題] 

☆花川ぎょ（看護師）作成プログラム企画時に必要な視点（下記参照） 

を確認してから企画をお願いします。 
 

感染対策の指針（案）スタッフに対して及び検討や工夫が必要な事項 

 

・使用後の食器の扱い：自分の食器は自分（家族）もしくは直接対応するスタッフのみが後片付けを行う。

使い捨て食器の検討もしくは洗浄方法についての取り決めが必要。どこまでを参加者が行うか？まとめ洗

いするのであれば残飯を処理した後一定時間消毒薬か洗剤入りの水につけてからスタッフが処理するか？

水場の密についても併せて検討が必要。 

 

・共有の禁止：食べ物などをシェアしない。特にコップや水筒の貸し借りの禁止。（特にスタッフ同士の貸

し借りは注意する）マスクを適切に管理できない参加者であるという前提にたち、クラフトの道具も基本

的には共有を禁止し、使用後は消毒して後片付けを行う。何かを消毒するときはスプレーを吹き付けるの

ではなく、消毒薬を浸した布やペーパータオルなどで清拭する。 

 

・合間の水分補給をするときは一人ずつ：同時にマスクを外さないため、一緒に水を飲むときも基本は相

手がマスクを外している間、自分はマスクを外さない。職場感染などはおやつや自分の水分補給など普段

なら行う対策が漏れるときに起こっている。 

 

・密を避けるためのプログラム設定。：活動時の配置への配慮が必要。集団行動の後必ず手洗いもしくは手

指消毒を行うことができる場の設定。参加者、特に子供は手をつないだ後に顔を触るなどのハイリスク行

動を頻回に行うため。 

 

・大声を出すときは必ずマスクを着用：参加者と正対するとき、大きな声で話をしなくてはいけないとき

は必ずマスクを着用。全体への発言はハンドマイクの使用が楽だが、使用直後には必ず消毒が必要。 

 

・信太山までの移動時、公共の物を触ったあとは手洗いか消毒を行う。：できれば改札を出たタイミングで

手指消毒を行う。電車は換気されているはずであるが、同じ車両にコロナ陽性者が乗車している可能性は

高い。何も触らず乗車することはかなり困難なので、一番リスクの高い改札機を触った後に消毒を心掛け

る。 

            

 

 

☆自分も隣にいる誰かも絶対コロナ陰性とは限らない。万が一自分が症状のない陽性者であっても感染を

拡大しないことが大切。施設など非常に気を遣う場面では食事介助や近接介助の際は涙腺→咽頭といった

ウイルスの流れを危惧してゴーグルやフェイスシールドを使用している。相手がマスクを着け続けること

が困難であればスタッフ側が眼鏡を常用するなどの工夫もしても良い。（自分も眼鏡やマスクがあることで

汚染した手で顔を触らなくて済むことが多い。） 

☆汗などでマスクが多量の水分を含んでしまった場合はマスクを取り換える。 
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5.6. ［キャンプファイヤー報告］ 

5-6-1. 参加者（A）みーちゃん 

 

3つの写真を選びました！ 

 

 
写真を選んだ理由 

左の写真：2年前に参加させていただいたときにキャンプスタッフのピンクゴリラさんをみーちゃんも覚え

ていて喜んでいたことや、工作をする中でみーちゃんが以前より集中していたり、手先が器用になり成長

していることを、ピンクゴリラさんや花川さんが2年前のことも覚えてくださっていて、成長を褒めていた

だいたことがうれしかったようです。作品も含め一緒に写っている写真なので選びました。 

 

真ん中の写真：みーちゃんが「キャンプでやってみたい事」としてお伝えしていたことを、コロナ禍で大

変な中実現して下さり有難く思いました。あまり表情が豊かな方ではないのですが、食べながら自然と笑

みが溢れていて、本人の嬉しさが伝わる1枚と思い選びました。 

 

右の写真：妹は、今回初参加でした。キャンプの数週間前に行くことを伝えたとき、「行きたくない～！」

と大泣きしました。家族全員で行き、参加するのは我が家だけのために開催してくださることを伝えても、

泣き止まず。新しい場所、新しい事、見通しが立たないことに苦手さがある子なので、弱いところが出て

しまい参加できないかも？と思っていた位でしたが、恐る恐るでの参加でしたが、夕食にはすっかりなじ

み「キャンプに来て良かった！」とこの笑顔でした。 

 

以上です。 

私達家族のみの参加にもかかわらず開催頂き、本当にありがとうございました。みーちゃんは、不登校傾

向でしたが、キャンプで気分転換になり楽しませていただきました。 

キャンプファイヤーの時に見た飛行機の光を2人共、UFOと思い込んでおり（笑）、今でも夜飛行機の光が動

いているのを見かけると「UFOだ～！」と喜んでいます。 

家族皆でとても楽しく参加させて頂き、ありがとうございました。 
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5.6.2. スタッフレポ（小林） 
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5.7. ［野外炊事報告］ 

5.7.1. 参加者（B）ドラえもんくん 

 

キャンプランキング 

 

１位 

お米を炊いたこと 

・自分の分は全部自分で作れる 

・家でもやりたい 

・はじめてお米 1合を食べた！ 

 

２位 

火おこし 

・木の組み方を教えてもらった 

・薪から大量のゴキブリ！ 

・マシュマロ最高！！ 

 

３位 

クラフト 

・自分でシールや折り紙を選べる 

・簡単にできて、自由に作れる 

・山盛りのお菓子！ 

 

母コメント 

火遊びを思いっきりできる環境、お手伝いだと嫌がるのにはしゃいで取り組んだ自炊、大好きなクラフト

を屋外で楽しめる。子供への最高の時間のプレゼントができました。親子揃って日常から飛び出してリフ

レッシュできたことがよかったです。 
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5.7.2. 参加者(C)りょうちゃん・スタッフ（阪田） 
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5.7.3. スタッフレポ（金本） 
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5.8. ［参加者アンケート結果］ 

10/30 参加者アンケート結果 
  参加者 A 

タイムスタンプ 10/31/2021 11:25:54 

１．キャンプは楽しかったですか？ 楽しかった 

２．楽しかったことは？（複数回答可） ハロウィンクラフト（10/30_土曜実施）, 夕食

（10/30_土曜実施）, キャンプファイヤー（10/30_

土曜実施） 

３．次のキャンプでしたいことは何ですか？ 花火（打ち上げ花火、線香花火）、キャンドル作り 

４．キャンプの感想 参加者・スタッフへのメッ

セージ をご記入ください 

2 年前に参加した時にもいて下さったスタッフさん

達が以前の様子も覚えてくださって嬉しかったで

す。また。娘が希望した焼きマシュマロも、コロナ

禍で色々と制限がある中で実現して頂き、大変喜ん

でいました。ありがとうございました！ 

５．キャンプに参加して子どもたちに変化はあり

ましたか？ 

はい（質問６へ） 

６．どんな変化がありましたか？ 自宅では感じられなかっ成長が見られた事や、久し

ぶりに大笑いしたりしている様子や自由にしても注

意されたりする事がない環境でストレス発散にもな

ったようです。ありがとうございました。 

７．新型コロナウイルス感染症対策やその他ご意

見やご感想があればお聞かせください。 

コロナ禍の為いつも以上に準備等にご苦労がある

中、開催頂き本当にありがとうございました。 

８．参加したコースを選んでください（複数回答

可） 

キャンプファイヤーコース（10/30_土曜実施） 

 

10/31 参加者アンケート結果 
  参加者Ｂ 

タイムスタンプ 11/5/2021 17:54:47 

１．キャンプは楽しかったですか？ 楽しかった 

２．楽しかったことは？（複数回答可） アイスブレイク_自己紹介（10/31_日曜実施）, 野外ク

ッキング（10/31_日曜実施）, レクリエーション_クラ

フト（10/31_日曜実施）, 火！マシュマロ！ 

３．次のキャンプでしたいことは何ですか？ 火！ 

４．キャンプの感想 参加者・スタッフへの

メッセージ をご記入ください 

楽しかった。ありがとう。 

５．キャンプに参加して子どもたちに変化は

ありましたか？ 

はい（質問６へ） 

６．どんな変化がありましたか？ はつらつとした！ 

７．新型コロナウイルス感染症対策やその他

ご意見やご感想があればお聞かせください。 

しっかり対策してくださり、安心して参加できました。 

８．参加したコースを選んでください（複数

回答可） 

野外クッキングコース（10/31_日曜実施） 

 
  参加者Ｃ 

タイムスタンプ 11/7/2021 10:08:52 

１．キャンプは楽しかったですか？ 楽しかった 

２．楽しかったことは？（複数回答可） アイスブレイク_自己紹介（10/31_日曜実施）, 野外ク

ッキング（10/31_日曜実施）, レクリエーション_クラ

フト（10/31_日曜実施） 

３．次のキャンプでしたいことは何ですか？ 紙ひこうき大会 
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４．キャンプの感想 参加者・スタッフへの

メッセージ をご記入ください 

子どもたちの感想 

お菓子たくさんもらえてうれしかった。 

薪に火をつけたこと。焼きマシュマロおいしかった。 

自分でお米を炊いたこと。 

 

大人の感想 

久々にキャンプに行って楽しく過ごせた。改めてキャ

ンプやりたい気持ちが強くなりました。キッズに子ど

もたちが参加するたびに 1 年ごとに成長を感じること

が親としてはうれしい。 

 

スタッフの感想 

自炊に制限がある中でメスティンを使ったご飯を炊く

試みは子どもも大人も楽しめたようで今回良い試みだ

ったと思います。 

ハロウィン時期に合わせてクラフトもよかったと思い

ます。 

５．キャンプに参加して子どもたちに変化は

ありましたか？ 

はい（質問６へ） 

６．どんな変化がありましたか？ 前回の参加より自分でできることが多くなった。 

７．新型コロナウイルス感染症対策やその他

ご意見やご感想があればお聞かせください。 

緊急事態宣言解除の中で少々慣れ出来ている所なの

で、手洗い、アルコールなどの感染症対策は基より、

備品など複数が触ることなどをもう少し工夫が必要。 

少人数の参加で屋外で食事をするとソーシャルディス

タンス（2ｍ）を保ちながらマスクを外して、対面で食

べられるのは表情が見えてよかった。 

８．参加したコースを選んでください 

（複数回答可） 

野外クッキングコース（10/31_日曜実施） 
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5.9. ［スタッフアンケート結果］ 

10/30 スタッフアンケート結果 
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10/31 スタッフアンケート結果 
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10/30-31 スタッフアンケート結果 

 

 

5.10. ［次のキャンプでの新型コロナウイルス感染症対策（おやくそく例）］ 

 

体調不良を感じたら中止しよう 

 

マスクを正しくつけよう 

 

こまめに正しく手洗い消毒しよう 

 

ソーシャルディスタンスをとろう 

※キャンプ前に社会状況に合わせ専門家とルールを決定 
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おわりに（謝辞） 

 この事業がたくさんのお力添えにより実施できたことを感謝します。 

2020年3月以降、新型コロナウイルス感染予防対策の為、これまで日常となりつつあ

ったキャンピズでのキャンプが中止になり、どうにかできることから始めていく新たな

キャンプづくりをこの報告書にまとめました。 

できることから取り組んでいくと、できることの選択肢が増えていきました。例えば

遠隔でのつながりづくりも、はじめは操作を間違えることが多く、前向きに遠隔でのつ

ながりづくりを活用できていなかった私たちも、今では、状況に合わせ会議画面を選ん

だり、アプリを活用することで楽しい時間をすごせるようになってきました。対面活動

での感染予防対策も医療スタッフと行う安心感に加え、ご家族ごとの少人数参加にする

ことで、間違えても次どうしたらできるか考え学んでいく環境を整えることができまし

た。 

文部科学省令和3年度「体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト」委託事業、

子どもたちの心身の健全な発達のための自然体験推進事業として、こどもとつくるわく

わくキッズキャンププロジェクトとして、子ども、家族、スタッフ、関係団体の先生方

からの感想や意見を詳細に記録することもできました。それらの記録を拝見し、キャン

ピズの活動の意義や価値を再確認する機会を得ました。 

中でも、これまでの関係団体に加え、ハワイ大学障がい学研究センターでの在外研修

中の学びは、多様な価値を尊重しながら研究を行う実践研修であり、たくさんの学びが

ありました。それらの学びをこの報告書から感じていただけると嬉しく思います。 

新型コロナウイルス感染症対策をしながら、子どもキャンプをどのようにスタートす

ればいいのか、これからも個々の自問自答を共有しながら、つながりや成長を感じ合え

るキャンプができるよう研究を続けていきたいと思いますので引き続きよろしくお願

いいたします。 

委託事業担当 桃山学院大学社会学部准教授 竹内靖子 
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